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議案第５４号




監査委員の選任について

　次の者を本市の監査委員に選任するものとする。

１９６１年８月１７日提出

那覇市長　　兼次佐一

記

１、那覇市議会議員　　　　　喜久山朝重

２、学識経験を有する者　　　中山興忠

（提案理由）

　現在の監査委員の任期が満了しているので本案を提出する。

――――――　○　――――――




履歴書

本籍地　那覇市字与儀１７２２　　　　　　喜久山朝重

現住所　那覇市字樋川４１　　　　　　　　大正５年１２月１０日生




学歴

昭和１１年４月　　那覇市立青年学校卒業

職歴

昭和　９年１０月　喜久屋商事創立

昭和１４年８月　　那覇市立青年学校助教

１９４８年３月　　沖縄機械製塩ＫＫ取締役

１９４９年４月　　那覇地区公衆浴場組合長　１１ケ年

１９５０年１２月　開南本通り会長　３期

１９５１年１０月　大東糖業株式会社監査役　５期現

１９５３年５月　　沖縄傷痍軍人会理事

１９５７年３月　　琉球政府技能者養成指導員検定員

１９５８年７月　　合資会社開南琉映社員

１９５９年５月　　沖縄冷凍乳業ＫＫ常務取締役




議員歴

那覇市議会議員　　　５回当選

　１期・２期　　　　総務財政委員

　３期　　　　　　　建設委員

　４期　　　　　　　経済民生委員

　賞罰なし。

　上記のとおり相違ありません。

１９６１年８月１２日

喜久山朝重

――――――　○　――――――




履歴書

本籍　　　沖縄県那覇市高橋町１丁目２０番地

現住所　　那覇市字松尾７番地

中山興忠

明治３９年８月６日生

経歴

大正１４年３月　　　那覇市立商業学校卒業

仝　　年１１月　　　　台南製糖株式会社（沖縄製糖の前身）に入社嘉手納工揚詰を被命

昭和１０年７月　　　仝社西原工場に転勤

昭和１７年１０月　　仝那覇本社に転勤

昭和１８年８月　　　仝社会計課長に任ぜられ終戦に至る。

１９４６年５月　　　糸満町役所労務課長被命

仝　　年６月　　　　　仝　役所庶務課長被命

１９４７年２月　　　糸満町役所依願退職

仝　　年２月　　　　　沖縄民政府商務部貿易課長拝命

１９４８年６月　　　仝　政府依願退職

仝　　年７月　　　　　那覇鋳物株式会社々長に選任され１９５２年解散まで就任

１９５０年３月　　　那覇市役所那覇市監査委員に委嘱され今日に至る。

１９５２年　　　　　沖縄製糖株式会社取締役に選任され今日に至る。

１９５３年３月　　　沖縄配電株式会社監査役に選任され今日に至る。

１９５７年７月　　　八重山製糖株式会社監査役に選任され今日に至る。

　上記のとおり相違ありません。

１９６１年８月１２日

中山興忠

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



議案第５５号

本市内の一部町の区域変更について

　本市西新町３丁目に次の土地を編入し、その区域を別紙図面のとおり変更するものとする。

１９６１年８月１７日提出

那覇市長　　兼次佐一

記

１、土地の所在　那覇市西新町３丁目地先

２、面積　３２，７２４．５６平方メートル

（提案理由）

　この土地は、　１９６１年７月１４日付行政主席告示第１４１号をもって本市の区域に編入処分されているが、さらに市町村自治法第６条の３第１項の規定による行政区域内の町の区域変更について議会の議決を経る必要があるので本案を提出する。

写　　　　　　　参考資料

告示第１４１号

　市町村自治法（１９５３年立法第１号）第３条第１項の規定により次の所属未定地を那覇市の区域に編入する。

１９６１年７月１４日

行政主席　　大田政作　印

記

那覇市西新町３丁目地先公有水面埋立地３２，７２４．５６平方メートル
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議案第５６号

契約変更について

　１９６０年１２月２７日付、本市議会の議決を得て拓南製鉄株式会社と契約を締結した旭町公有水面の一部埋立工事について面積に変更が生じたので、次のとおり契約を変更する。

１９６１年８月１７日提出

那覇市長　兼次佐一

記

（１）旭町公有水面一部埋立に関する覚書中「４，５１２．５６坪」とあるを「３，８６３．４７坪」に変更する。

（２）同覚書第５条中「３，７２８．９７坪」とあるを「３，３９１．６３坪」に変更する。

（提案理由）

１．面積の誤りについて

　拓南製鉄株式会社に施工させた部分内で一部面積を重複して求積したため、２，１４５．７５平方メートルの誤差が生じている。なおこれは現地ならびに旭町公有水面埋立総面積８０，４１２平方メートルに全く変動はきたさない。

２．埋立費について

　埋立費の算定は縦横断図による土量を計算設計してあるので、前項の面積減とかかわりなく覚書第４条の埋立費２９，３７０ドルには変更はきたさない。したがって代価として与える譲渡坪数９７９坪にも変更はない。

　上記のとおり変更が生じており、契約を変更する必要があるので、本案を提出する。

（参考資料）

旭町公有水面一部埋立に関する覚書　　　　（写）

拓南製鉄株式会社において、那覇市字壷川１６５番地先水面の一部４，５１２．５６坪の埋立をなすことについて、那覇市を甲とし、拓南製鉄株式会社を乙として次のとおり協定する

　第１条　乙は那覇市壷川１６５番地先４，５１２．５６坪を甲の示す工事設計書および図面、仕様書のとおり埋立をなすものとし、工期は着手の日から１８０日間とする。

　第２条　本工事および埋立地と旧陸地との接続する道路ならびに公共用地の設定に変更があるときは甲乙協議の上これをなすものとし、協議が整わないときは甲の定めるところによる。

　第３条　甲はやむを得ない場合が生じたときは、工事を一時中止し又はこれを打切ることができる。この場合の乙の損害に対しては甲乙協議の上定めるものとする。

　第４条　甲は乙に対し第１条の埋立工事完了後、造成地の一部９７９坪を埋立費２９，３７０ドルの対価代償として譲渡する。ただし、この場合米国民政府の埋立譲渡の認可があつて所定の手続完了後でなければ譲渡することはできない。

　第５条　宅地造成坪数３，７２８．９７坪から譲渡坪数９７９坪を差引いた残余の坪数については、前条の履行後甲は乙に対し賃貸するものとする。ただし，この場合は前条ただし書を準用する。

　第６条　本覚書に定めてない軽微の事項については必要に応じて甲乙協議の上定めるものとする。

　第７条　本埋立に対し民政府の埋立譲渡認可が得られないときは本覚書は効力を失うものとする。

　第８条　本覚書に示す坪数は完了後における確定測量の結果増減あるものとする。

　第９条本仮覚書は後日議会の議決を得たときに有効とし、議決を得たときは本仮覚書をもつて本覚書とする。

　上記の覚書の証として本書２通を作成し甲、乙各１通を保有するものとする。

１９６０年１２月１４日

甲　那覇市

代表者　市長　兼次佐一

乙　拓南製鉄株式会社

代表　取締役　古波津清昇

～～～～～～～～～～～～～～



諮問第２号

公有水面埋立について

　沖縄プライウッド株式会社代表取締役ジョン・ジエイ・テオドール代理人、同取締役ロイ・ケイナカダから申請の国場川（古波蔵地先）市埋立地先の公有水面埋立について、行政主席から別紙のとおり諮問があるので、議会の意見を問う。

１９６１年８月１７日提出

那覇市長　兼次佐一

――――――　○　――――――

（写）　　　　　　　　　　　　　　琉工土第１，１２２号

１９６１年６月３０日

那覇市長　兼次佐一　殿

行政主席　大田政作

公有水面埋立免許申請について

　上記のことについて那覇市国場川下流古波蔵地先公有水面埋立地、沖縄プライウッド株式会社代表取締役ジョン・ジェイ・テオドール代理人同取締役ロイ・ケイ・ナカダから申請がありますので、左記事項について貴市議会の御意見を承りたいから、よろしくお取り計らい下さい。

記

１、埋立場所　那覇市国場川下流古波蔵地先公有水面埋立地先水面

２、埋立面積　１０２．１８㎡　（３０．９１坪）

３、目的　　　ラワン材原木陸揚場施設のため







古波蔵埋立地沖縄プライヴッド工場

[image: 画像]



○　８月１７日



出席議員（全員）


	　１番
	大山盛幸君
	１６番
	金城武一君


	　２番
	森田孟松君
	１７番
	宮里敏慶君


	　３番
	又吉久正君
	１８番
	友利栄吉君


	　４番
	武村朝良君
	１９番
	喜久山朝重君


	　５番
	楠見長礼君
	２０番
	久高友敏君


	　６番
	渡口麗秀君
	２１番
	金城吾郎君


	　７番
	上原隆正君
	２２番
	黒潮隆君


	　８番
	名城嗣夫君
	２３番
	安見福寿君


	　９番
	金城力夫君
	２４番
	赤嶺慎英君


	１０番
	辺野喜英興君
	２５番
	赤嶺一男君


	１１番
	平良真次郎君
	２６番
	比嘉朝四郎君


	１２番
	真栄田義晃君
	２７番
	比嘉佑直君


	１３番
	儀間真祥君
	２８番
	平良亀助君


	１４番
	高良一君
	２９番
	具志栄治君


	１５番
	久場景善君
	３０番
	赤嶺保三郎君




――――――　○　――――――

○　市町村自治法第６１条による出席者


	市長
	兼次佐一君


	助役
	仲原英通君


	助役
	義永栄善君


	総務部長
	崎浜国宏君


	建設部長
	大城龍太郎君


	総務課長
	宮平勝哉君


	庶務課長
	伊波宏定君


	都市計画課長
	知念英五郎君


	土木課長
	安里一郎君


	建築課長
	玉城栄盛君









○　事務局出席者


	庶務係長
	新垣㐮二君


	調査係長
	新垣繁君


	書記
	比嘉朝興君


	〃
	山城正信君


	〃
	長嶺善勇君


	〃
	徳村政保君




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




那覇市第４５回議会（臨時会）議事日程第１号

１９６１年８月１７日（水）午前１０時開議




第１　議長選挙

第２　議席の決定

第３　今期議会の会議録署名人選挙

第４　副議長選挙

第５　各常任委員会委員数の決定並びに委員の選任

第６　今期議会の会期を定めること

第７　監査委員の選任について

（市長提出議案第５４号）

第８　本市内の一部町の区域変更について

（市長提出議案第５５号）

第９　契約の変更について

（市長提出議案第５６号）

第１０　公有水面埋立について

（市長提出諮問第２号）

――――――　○　――――――

○　本日の会議に付した事件

第１　議長選挙

第２　議席の決定

第３　今期議会の会議録署名人選挙

第４　今期議会の会期を定めること

第５　各常任委員会委員数の決定並びに委員の選任










第４５回那覇市議会（臨時議会）

１９６１年８月１７日（木）

（午前１０時５８分開会）

――――――　○　――――――



○　市長（兼次佐一君）

　去る７月２３日に行われました、市会議員選挙におきまして、目出度御当選なさいました議員のみなさま方にとりましての最初の議会でございます。第４５回那覇市臨時議会を本日、ここに招集いたしましたところ、全員の御出席を得ましたことを深く感謝申し上げる次第でごさいます。

　つきましては、本日の日程にあがっておりまするところの諸案件をスムースに御可決下さいまして、将来の那覇市発展のための基礎をお作りになっていただきますよう切にお願い申し上げまして御挨拶にかえる次第でございます。

○　議会事務局書記（新垣㐮二君）

　臨時議長の紹介をいたします。

　一番最初の議会でありますので、市町村自治法第４７条の規定により、年長者議員が臨時に議長の職務を行うことになっております。出席議員中、久場景善さんが年長者の議員でございますので御紹介申し上げます。

――――――　○　――――――



○臨時議長（久場景善君）

ただいま、御紹介にあずかりました、久場景善でございます。市町村自治法の第４７条の規定に基づきまして年長のゆえをもって、不肖、久場景善が、臨時の議長の職務を行使することは、久場景善身に余る光栄だと存じております。

　２９名の議員諸公の十分なる御協力を下さいまして、臨時議長の職務を全うさせてもらいますよう御協力をお願いして私の挨拶にかえます。




――――――　○　――――――



○　臨時議長（久場景善君）

　開会いたします。本日の出席議員３０名でありまして、議会は成立しております。

　これより第４５回那覇市議会の臨時議会を開会いたします。ただちに会議を開きます。

　諸般の報告をいたします。本日の議事日程は印刷の上各位の御手許に配布いたしてありますので、それによって御了承願います。

――――――　○　――――――

○　臨時議長（久場景善君）

　次日程第１、これより議長の選挙を行います。お諮りいたします。（「議長、動議」と呼ぶ者あり。）



○　又吉久正君

　ただいま議題になりました、議長選挙につきましては、大那覇市にふさわしい理想的な議長をスムースに選挙するために、同志間の意見の調整を図りたいので、しばらくの間休憩いたしたく動議を提案いたします。　　　　　　（「賛成」と呼ぶ者あり。）

○　臨時議長（久場景善君）

　ただいま、又吉議員から休憩の動議がございますが、その通り決定してよろしゆうございますか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり。）

○　臨時議長（久場景善君）

　では休憩いたします。

	（午前１１時３分　休憩）

	（午前１１時１９分　再開）






○　臨時議長（久場景善君）

　再開いたします。　日程第１、議長選挙についてを議題といたしますが、選挙の方法は投票にいたしますか。指名推せんにいたしますか。いずれの方法をとりますか。



○　宮里敏慶君

　首都那覇市の議長を選ぶに、決選投票で選ぶということは、選挙のしこりを残して今後の議会の運営をスムースに運営するためにも、大きな支障を来すおそれがなきにしもあらずでありますので、満場一致で、前議長の高良一氏を推せんいたします。

（「今は投票にするか、どうか、ということですよ」と呼ぶ者あり。）

○　宮里敏慶君

　満場一致で高良一氏を推せんいたしたいと思いますので、みなさんの御賛同をお願いいたします。

（「賛成」と呼ぶ者あり。）　（拍手）



○　大山盛幸君

　ただいまの宮里議員の提案に賛成いたします。今まで、新聞紙上をにぎわしました正副議長の選挙もいよいよ大詰めになって、きようになっております。市民の要望はいかにして、混乱市会、魔の市会という、那覇市議会を、清潔な、明朗な議会になすことができるかということを要望していると同時に、その代表である私たちも、ぜひ今議会は、そういうふうな議会運営をしなければならないということは、どなたも異存がないものだと存じます。先刻第１候補者である高良一氏から、本員に実は相談がありまして、その相談に乗ったわけですが、決選投票すれば、おそらく、一票の差で勝か負けるかということが、はっきりしているわけですが、その結果は、必ずしこりとして、後日の議会運営に反映するということが予想されるのであります。今先、おっしやった宮里議員の提案通り高良一氏を議長として全員で推していけば、そのしこりもおのずから解消し市民の要望、特に心のうちに思っていることも、おのずから解消して、最初から明朗な議会運営ができるのではないかと思料いたします。その意味において、高良一氏の議長を全員で決定したいものだと思います。御賛同を願います。

（「賛成」と呼ぶ者あり。）　（拍手）

○　臨時議長（久場景善君）

　ただいま、大山議員並びに宮里議員から発言がありました通り、高良一君に指名されましたが、この指名に御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○　臨時議長（久場景善君）

　異議ないものと認めましてさよう決定いたします。よって高良一君が議長に当選いたしました。

――――――　○　――――――

Ｏ　臨時議長（久場景善君）

　以上をもちまして、臨時議長の久場景善は、完全に職務を果したことを、みなさんに感謝申し上げまして（拍手あり）高良議長と交替いたします。ありがとうございました。

（拍手）

――――――　○　――――――

（高良議長　登壇）



○　議長（高良　一君）

　今回皆様の絶大なる支持によりまして、満場一致議長の職につけさせてもらったことを心からありがたく感謝申し上げます。過去、前の議長におきましても、４カ年間、皆様の御協力によりまして、つつがなく議事を運営させてもらったことにつきまして、これまた、ありがたく感謝申し上げる次第でございます。

　今回の市会議員選挙というものは三市一村の合併最初の選挙でありまして、有意義なものであります。この４ヵ年間というものの間に那覇市の百年の計画が樹立され、われわれのもつ任務も、また重大であると思いますので、どうそ、みなさんとともに、那覇市のために一生懸命働きたいと思っております。よろしく、お願いいたします。どうもありがとうございました。

（拍手）

――――――　○　――――――



○　議長（高良　一君）

　次は、日程第２の議席の決定でありますが、市議会会議規則第２条に議員の議席は改選ごとに、籤で、これを定めるという規定になっておりますので、ただいまから議席の抽籤を行います。書記をして抽籖箱をもたして回わりますからよろしくお願いいたします。それで、番号によつて席を番号順着席お願いしたいと思います。

○　議長（高良　一君）

　ただいま書記をして抽籤の結果を御報告いたさせます。

○　書記（新垣㐮二君）

敬称省略いたします。


	２３番
	安見福寿
	１８番
	友利栄吉


	　３番
	又吉久正
	２７番
	比嘉佑直


	　６番
	渡口麗秀
	２８番
	平良亀助


	　５番
	楠見長礼
	　８番
	名城嗣夫


	２４番
	赤嶺慎英
	　２番
	森田孟松


	１９番
	喜久山朝重
	１１番
	平良真次郎


	　１番
	大山盛幸
	　９番
	金城力夫


	１７番
	宮里敏慶
	２５番
	赤嶺一男


	１３番
	儀間真祥
	２９番
	具志栄治


	２１番
	金城吾郎
	２０番
	久高友敏


	２２番
	黒潮隆
	１０番
	辺野喜英興


	２６番
	比嘉朝四郎
	１６番
	金城武一


	１２番
	真栄田義晃
	　４番
	武村朝良


	３０番
	赤嶺保三郎
	１５番
	久場景善


	　７番
	上原隆正
	１４番
	高良一




〇　議長（高良　一君）

　たたいま、議席が決まりましたので、着席をお願いいたします。

――――――　○　――――――



○　議長（高良　一君）

　次は日程第３今期議会の会議録署名人の選挙についてを議題といたします。会議録署名人の選挙については、会議規則第５６条に会議録に署名すべき議員数は２名として開会日にこれを選挙すると規定されております。選挙の方法としてお諮りいたします。会議録署名人は、従来の慣例にならって、議長の指名に一任することになつておりますが、御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり。）

○　議長（高良　一君）

　では、御賛成のようですから、議長から指名いたします。

１番議員大山盛幸君、１５番議員久場景善君、以上お二人に会議録署名人をお願いいたします。

――――――　○　――――――



〇　議長（高良　一君）

　次日程第４．副議長の選挙を行いますが、選挙の方法にっいてお諮りいたします。

（「動議」と呼ぶ者あり。）



○　平良真次郎君

　議長選挙は満場一致によりまして、高良氏を出したわけですが、

まことに好ましい姿であると思います。

　ただいま、日程第４によりまして副議長選挙ということになっておりますが、この点につきましては、各派としても十分な連係と話し合いをする余地がまだあると思うのでございます。いわゆる議会の明朗化と正常な議会運営をするには、あくまでも各派の十分な話し合いと連係が必要だと、こういうふうに今までの議会を通じまして痛感するわけでございます。

　そういうふうな意味で、でき得るならば、副議長も満場一致の線にもっていきたいと思うのでありますが、そういうふうな話し合いの場をもつために、さらに、各委員会の構成につきましても、いろいろと十分な連係をとる、そういうふうな意味におきまして会期を今月一杯延していただきまして、この問題を十分検討の上、副議長選挙あるいは、常任委員会の構成をしていただいたら、いかがと思いまして、その点を議長において各議員に諮っていただきたい。動議を提案いたします。　（「賛成」「会期は日程第６ですよ」と呼ぶ者あり。）

○　平良真次郎君

　会期が第６番目になっておりますので、その点も、かみ合せて、お諮りをお願いいたします。

○　議長（高良　一君）

　休憩いたします。

（午前１１時３９分　休憩）

○　議長（高良　一君）

（午前１１時４２分　再開）




　中食のため休憩いたしまして、午後１時再開いたします。

（午前１１時４３分　休憩）

――――――　○　――――――

（午後１時１７分　再開）

○　議長（高良　一君）

　再開いたします。午前に引き続き日程第４、副議長選挙についてであります。選挙の方法についてお諮りいたします。



○　平良真次郎君

　動議を提案いたします。日程第４の副議長選挙について午前中に一応議長に要望いたしましたが、各派まだ、副議長について十分煮つまっていないので、まだ意見の調整ができないので、そういうようなことでやはり、議会運営そういった面においてあくまでも、できるだけ全会一致の線でもって行きたい。こういうような考え方に立ちまして日程の第４を最後に繰り下げまして、日程第５を日程第４に、以下順次繰り上げてもらうよう提案いたします。

（「賛成」と呼ぶ者あり。）

○　議長（高良　一君）

　ただいまの日程第４について、１１番議員から日程を変更しまして、日程の第５を、日程第４にもっていき、以下順次繰上げまして日程第４とあるを最後の日程におり込んで、しましたらどうかという動議でございますが、御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり。）

○　議長（高良　一君）

　多数、御賛成のようでありますから、日程の第４を最後に（「最後ですか」と呼ぶ者あり。）日程第５を第４にもっていつて、以下順次繰上げをすることに決定いたします。

（「反対」「日程第４を最後にもっていくのは反対」「決定してしまったのに「休憩して下さい」と呼ぶ者あり。）

○　議長（高良　一君）

　休憩いたします。　　　　　　（午後１時２０分　休憩）



○　議長（高良　一君）

　再開いたします。　　　　　　（午後１時２１分　再開）

　では日程第４、各常任委員会、委員数の決定並びに委員の選任の選出を議題としてお諮りいたします。本件につきましては、市議会委員会条例第２条の規定によりますと、各委員会の委員の選任と、その数は、議長が議会に諮り、これを定めるとうたわれております。それで、協議会をもつため会議を休憩し、一応、その成案を得てから本会議にもつていきたいと思いますが、さように図らうことに御異議ありませんか。　（「異議なし」と呼ぶ者あり。）

○　議長（高良　一君）

　では御異議ないようでありますので、本会議を休憩しまして、協議会に切りかえます。休憩いたします。

（午後１時２２分休憩）



○　議長（高良　一君）

　再開いたします。　　　　　（午後１時２４分　再開）

　日程変更について、お願いいたします。

ただいまの日程第４を、第５にもっていって、第５を第４にもつていつて御変更を願いたいと思います。それでは日程の第４の会期を定めることを議題としてお諮りいたします。



○　比嘉朝四郎君

　会期を今月の２１日まで、月曜日までにしていただいて、本日はこれで打切って、２１日に再開していただくよう動議として提案いたします。　　　　　　（「賛成」と呼ぶ者あり。）

（「森田さんの意見はどうなんです。」と呼ぶ者あり。）

○　議長（高良　一君）

　ただいまの動議に対して御異議ありませんか。



○　久場景善君

　今の２６番議員の御意見、動議に対し、私はどうかと思います。反対を表明いたします。というのは、２１日に開会して、それで、やってしまうとおっしゃるようでございますが、１日ではできない。委員会の構成、それから、委員会を開いて常任委員長の互選があります。また、さらに議案もごさいますので、２１日だけで開会して本会議において、それをやるというのは反対であります。できませんよ、１日では。

○　議長（高良　一君）

　休憩いたします。　　　　（午後１時３０分　休憩）



○　議長（高良　一君）

　再開いたします。　　　　（午後１時５６分　再開）

　では、会期の延長について、お諮りいたします、２１日までの会期の延長であります。１７日は本会議、１８日本会議、２０日は日曜日、２１日を最終日として、こうなっておりますが、

（「そういうふうにしてよいですか」「聞えませんよ」と呼ぶ者あり。）

○　議長（高良　一君）

１７日、１８日、１９日の土曜日まで、本会議をやります。それから、２０日休日、２１日は最終日になります。さよう決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり。）



○　議長（高良　一君）

　では、会期を２１日までといたします。

――――――　○　――――――



○　議長（高良　一君）

　次日程第５、各常任委員会委員数の決定並びに委員の選任、これは、委員数はどういう工合にやりますか。



○　久場景善君

　今回の議員数は、議長を含めて３０名でございますが、議長は常任委員会に属することができませんので、結局２９名が３つの常任委員会の配置につかなければいかぬので、総務委員を１０名、建設１０名、経済民生９名という数字を希望いたします。

（「賛成」と呼ぶ者あり。）

○　議長（高良　一君）

　では、委員会の委員数についてお諮りいたします。総務委員会の１０名、経済民生委員会９名、建設委員会１０名とすることに御異議ありませんか。（「賛成」と呼ぶ者あり。）



○　議長（高良　一君）

　では、総務委員会１０名、建設委員会１０名、経済民生委員会９名と決定いたします。しばらく休憩しまして、各委員会に対するみなさんの希望を申し述べていただきます。ではしばらく休憩いたします。

	（午後２時０分休憩）

	（午後２時３１分再開）




○　議長（高良　一君）

　再開いたします。ただいまの常任委員会の委員については、みなさんの希望によって割振り、選考委員で諮りました結果をお知らせいたします。　敬称を省略いたします。



那覇市議会　常任委員会名簿



	委員会名

	定数

	委員長

	副委員長

	委員




	総務委員会

	１０

	２５

赤嶺一男

	２７

比嘉佑直

	１　大山盛幸

	３　又吉久正




	６　渡口麗秀

	９　金城力夫




	１８　友利栄吉

	２０　久高友敏




	２２　黒潮隆

	２９　具志栄治










	建設委員会

	１０

	１１

平良真次郎

	２８

平良亀助

	４　武村朝良

	１２　真栄田義晃




	１６　金城武一

	１７　宮里敏慶




	２１　金城吾郎

	２３　安見福寿




	２６　比嘉朝四郎

	３０　赤嶺保三郎










	経済民生委員会

	９

	１５

久場景善

	８

名城嗣夫

	２　森田孟松

	５　楠見長礼




	７　上原隆正

	１０　辺野喜英興




	１３　儀間真祥

	１９　喜久山朝重




	２４　赤嶺慎英

	









○　議長（高良　一君）

　では、お諮りいたします。ただいまの報告通り承認することに御異議ありませんか。　（「異議なし」と呼ぶ者あり。）

○　議長（高良　一君）

　　御賛成のようですから、さよう決定いたします。

○　議長（高良　一君）

　次は、常任委員会の委員並びに委員数が決まりましたので、今度は、常任委員会の正副委員長を各委員会で互選ということになっております。しばらく休憩いたしまして………

（「あした、やりましよう」と呼ぶ者あり）



○　議長（高良　一君）

　では、正副委員長の互選につきましては、明日の会議でやることにいたしまして、本日はこれで散会いたしまして、明日午前１０時再開いたします。　　　　　　（午後２時４０分散会）

　上会議録を調整し署名する。

１９６１年８月１７日




議長　　　　高良一　㊞




署名議員　　大山盛幸㊞




署名議員　　久場景善㊞



○　８月１８日



出席議員（全員）


	　１番
	大山盛幸君
	１６番
	金城武一君


	　２番
	森田孟松君
	１７番
	宮里敏慶君


	　３番
	又吉久正君
	１８番
	友利栄吉君


	　４番
	武村朝良君
	１９番
	喜久山朝重君


	　５番
	楠見長礼君
	２０番
	久高友敏君


	　６番
	渡口麗秀君
	２１番
	金城吾郎君


	　７番
	上原隆正君
	２２番
	黒潮隆君


	　８番
	名城嗣夫君
	２３番
	安見福寿君


	　９番
	金城力夫君
	２４番
	赤嶺慎英君


	１０番
	辺野喜英興君
	２５番
	赤嶺一男君


	１１番
	平良真次郎君
	２６番
	比嘉朝四郎君


	１２番
	真栄田義晃君
	２７番
	比嘉佑直君


	１３番
	儀間真祥君
	２８番
	平良亀助君


	１４番
	高良一君
	２９番
	具志栄治君


	１５番
	久場景善君
	３０番
	赤嶺保三郎君




――――――　○　――――――

○　市町村自治法第６１条による出席者


	市長
	兼次佐一君


	助役
	仲原英通君


	助役
	義永栄善君


	総務部長
	崎浜国宏君


	建設部長
	大城龍太郎君


	総務課長
	宮平勝哉君


	庶務課長
	伊波宏定君


	都市計画課長
	知念英五郎君


	土木課長
	安里一郎君


	建築課長
	玉城栄盛君









○　事務局出席者


	庶務係長
	新垣㐮二君
	書記
	山城正信君


	調査係長
	新垣繁君
	〃
	長嶺善勇君


	書記
	比嘉朝興君
	〃
	徳村政保君




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

那覇市第４５回議会（臨時会）議事日程第２号

１９６１年８月１８日（金）午前１０時開議

第１　副議長選挙

第２　各常任正副委員長の選任について

第３　監査委員の選任について

（市長提出議案第５４号）

第４　本市内の一部町の区域変更について

（市長提出議案第５５号）

第５　契約の変更について

（市長提出議案第５６号）

第６　公有水面埋立について

（市長提出諮問第２号）

――――――　○　――――――

○　本日の会議に付した事件

第１　副議長選挙

第２　各常任正副委員長の選任について

第３　監査委員の選任について

（市長提出議案第５４号）

第４　本市内の一部町の区域変更について

（市長提出議案第５５号）

第５　契約の変更について

（市長提出議案第５６号）

第６　公有水面埋立について

（市長提出諮問第２号）

――――――　○　――――――

第４５回那覇市議会（臨時議会）本会議

１９６１年８月１８日（金）

（午前１０時１４分開議）

――――――　○　――――――



○　議長（高良　一君）

　開会いたします。本日の出席は、２７人、欠席３人であります。

　本日の会議を開きます。諸般の報告を申し上げます。

　議案の送付について、市長から議長あて公文書が参っておりますので、書記をして朗読報告いたさせます。

○　書記（新垣繁君）

那総々発第５３２４号

１９６１年８月１４日

那覇市議会事務局長

友寄隆次郎殿

那覇市長

兼次佐一

議案の送付について




　第４５回那覇市議会（臨時会）に提出する次の議案を送付しますからよろしくお取り計らい下さい。

記




議案第５４号　　　監査委員の選任について

　〃第５５号　　　本市内の一部町の区域変更について

　〃第５６号　　　契約の変更について

諮問第２号　　　　公有水面埋立について

――――――　○　――――――

○議長（高良　一君）

　本日の議事日程は、印刷の上各位の御手許に配布いたしておきましたから、それにより報告にかえます。



○議長（高良　一君）

　ただいまから議事に入ります。日程第１、副議長の選挙を行うことを議題としてお諮りいたします。



○　比嘉朝四郎君

　動議を提案いたします。まだ議員もお揃いでありませんし、こういった問題は、全員揃ってからやった方がよいと思いますので、休憩動議を提案いたします。

（「反対」「賛成」と呼ぶ者あり）

（「こないのは、その議員が悪いよ」と呼ぶ者あり）



○　久場景善君

　今の動議に対して反対いたします。ちゃんと議員には議員としての職務がある。そうして、時間を守らないような議員はかえって自分の権利を放棄したもんだとわれわれは見ていいんじゃないかと思います。那覇市の議会が、常に時間がおくれたり、あるいは延長した前議会をぜひとも今議会からわれわれはなおしていかなければいかぬ。そうして市民のために働く議員じゃなければいけないと私は思料いたします。そういう意味からいたしましても、おくれているから議事を待てと、あるいは変更しろというようなことは当らないと私は思います。よって今の動議に関しては反対いたします。

○　比嘉朝四郎君

　私がただいま申し上げたことは、各々まだ意見の調整もできていないというのが問題の趣旨でありまして、できれば議員全員出席したときに、こういった重要なる副議長選挙の問題はとりあげてもらいたいといったような意味を申し上げておるわけでございます。



○真栄田義晃君

　理由は、２６番議員とは若干違いますが、休憩の動議に賛成いたします。と申しますのは、直ちにこれは　日程第１の審議に入るとなりますと、現在の情勢から申しますれば、決選投票はさけられない。現在の情勢では、きのう大山氏が高良議長の推選に賛成して、また今後の議事運営の上で、決選投票ということになると、そういったようなしこりを残し、なるべくそういったようなしこりを残さないために、全会一致の線にもっていきたいということでありましたが、同じことが、副議長の場合も言えるのではないか、副議長選拳においては、いろいろ険悪な空気のままに、そのまま決選投票するということになると、いわば議長の女房役であるべき副議長を、４ヵ年の議事運営の上においても、非常に困ることがあるだろうと、若干延ばして、やはり全会一致で、協力できる線まで、最後の努力をやるべきではないか、議事が差し迫って後にも、いろいろ議案があるので、急がなくちゃならないということがあるかも知れませんが、議事運営の面を考えた場合には、若干の有余をおいてもいいじゃないかと思います。そういう意味から、ただいま２６番議員の休憩動議に賛成するものであります



○又吉久正君

　ただいまの休憩動議でございますが、全員揃うまで休憩してくれと、そうすると決選投票をさけて全会一致で副議長も選任できるという御意見に対しては賛成いたすものであります。でき得れば、決選投票をさけて、全会一致で、副議長も、選任した方がいいと思うわけであります。

（「３０番議員出席」と呼ぶ者あり）

それで長引くと困りますので、１５分位の休憩をしていただきまして、それまでにこない人は、すでに１０時２０分位なりますので、権利を放棄したものと思いますので、１５分位の休憩をお願いいたします。

○議長（高良　一君）

　ではお諮りいたします。いろいろ賛否両論ありますが、３番議員の１５分間休憩、１０時３５分までの休憩をいたしたいということですが、御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）



○議長（高良　一君）

　ではみなさん、賛成のようですから、休憩しまして、１０時３５分再開いたします。

（午前１０時２１分休憩）

（午前１０時４３分再開）

○議長（高良　一君）

　再開いたします。

（「１０番、２０番議員出席」と呼ぶ者あり）



○又吉久正君

　１５分の休憩を得まして、でき得れば、決選投票をさけて、一本にしぼってやるという希望のもとに休憩をいたしたのでございますから本員はどこまでも、一本に決選投票をさけていきたいというので推選したいと思います。私が副議長に最適任者と思う方は、大山盛幸氏でございます。大山氏は市会議員５回連続当選をなされ、首里市におきましては、副議長として大任を果し、合併後那覇市の総務委員長として、名委員長であった。私も総務委員の一人でありましたが、氏の委員会運営ぶりは、一党一派に偏せず、公明正大にして名委員長を発揮したのであります。それで、高良議長をしてこういう大山氏を副議長にもっていった場合、非常に名コンビだと思料するのでございます。

従いまして、お２人が手をとり合って、そうして、物事に当るというと、大那覇市の建設に大きなプラスになるとこう考えるのでございます。よって大山氏を副議長に推選したいので、議員各位の御賛同をお願いいたしたいのであります。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

（拍手あり）



○比嘉朝四郎君

　私は今結論を出すべきでないと思います。もう一人の新聞紙上にあがっております渡口麗秀もおりまして、この２人が十二分に話し合って、そうして譲り合って満場一致の線にもっていきたいと思いまして今しばらくの休憩時間を貸していただきたいと思います。

（「反対」と呼ぶ者あり）



○又吉久正君

　と申しますのは、同じ自民党員であります。すでに自民党という大政党である以上、すでに正副議長の問題も、すでに１週間前に解決すべきではないかと思います。従いまして、今ごろそこで調整をするということは、もう時間もない、早く推選するなり、そうでなければ、決選投票に持ち込むか、私が推選したのは不合理というならば、早く決めていただきたい。できれば私が推選した方に、大山氏にしぼってそうしてみなさんの御賛同を得れば幸いだと思います。



○赤嶺保三郎君

　とにかく今度の議会においては、最初私らが立候補するときから、ぜひ明るい施政を希望するものと出ましたので、今２６番議員の後しばらくの休憩をしていただきまして、渡口、大山を、もう一度調整していただきまして、できれば満場一致の線で推選していただきたいと思うのであります。後１０分間の休憩をしていただきたい。

（「１０分はいいよ」と呼ぶ者あり）



○名城嗣夫君

　ただいま２６番議員、３０番議員から提案がありましたが、本員も２６番議員、３０番議員の意向に賛成するものであります。その理由は、一応お２人の調節によって満場一致の線が見出せるという線まできて、それを、ぶちこわしにする、しこりのないような明るい施政を築くためには、双方の話し合いをもう一度１０分なり１５分間話し合いをもちまして満場一致で決定したいと思います。

（「賛成」と呼ぶ者あり）



○赤嶺慎英君

　調整というのは、自民党だけの調整の感を深くするものでありますが、ここに天下のれっきとした、政党人も、人民党もいらっしゃいますし、社大党もいらっしゃいますので、自民党内からお２人の話題が出ておるのでありますが、そのお２人も交えて議会全部の調整ということで、議長のお諮りをもって調整していただきたい。単に、自民党だけの調整をした場合に天下の公党である政党人は、どう出てくるかということを考えた場合には、必すしも満場一致で調整するということは言えないと思います。議長の名において、各天下の公党も調整していただくようお願いいたします。

（「２４番議員に賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良　一君）

　しばらく休憩いたします。

	（午前１０時５０分休憩）

	（午前１０時５２分再開）




○議長（高良　一君）

　再開いたします。ただいまの副議長選挙に関連して３番議員から満場一致の推選で大山議員を推すということの提案がございましたが、それについて、いろいろ調整の必要があると向こうには、渡口候補もおるので、一本線にしぼるべきであるというので、みなさんの御了解を得て、調整委員会をもちました渡口麗秀候補が大山候補を推選して満場一致の線にということになっております。ところが人民党は、党としての立場がありますので、考えさせてくれと、社大党は社大党としての立場がありますので、考えさせてくれということになっております。形は、満場一致の推選ということになっておりますので、この方法について、人民党の御意見と社大党の御意見を承れば、選挙の方法がおのずから決定されますので、一つお願いいたします。



○真栄田義晃君

　先ほど３番議員から大山議員の推せんがありまして、それに渡口候補があるということで、２４番の赤嶺慎英議員からその調整をするために、時間をかけたわけだが、しかし今までの調整というものは、自民党だけの内部の調整によってそれができた場合、他派が、それに賛成するかどうかということはわからぬから、他派からも入れてやってもらいたいということで調整委員があげられたわけでございますが、なるほどあげられたが、自民党だけは別個の形で会合をもって調整をやられたかも知れませんが、自民党としては、内部の問題であると思います。今議長から報告がありましたように大山盛幸氏の副議長ということは承服できないと思います。大山氏は個人的に、とやかく申すわけではないのでありますが、あくまでもれっきとした自民党という立場に立たれるわけであります。そういう方を支持するわけにはいかない。従いまして、私たちとしましては、２０番議員の久高友敏この方こそもっともふさわしい方だと推せんするものであります。久高氏は、首里市時代も含めて７回当選しているという議会活動のベテランであります。首里市議会でも、議長も勤めておられて、その経験も豊富であります。その面におきまして、われわれは、久高氏を推せんするものであります。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良　一君）

　では社大党の方からどなたかお願いいたします。



○森田孟松君

　われわれ社大党は、議会の人事問題というものは、将来の、後４ヵ年間にわたるところの、いろいろな議会運営において、いろいろな影響をもつものであるが故に、できるだけ３０名の議員がー致点を見出して、その方向で、すべての問題を解決していきたい。特に人事問題においては、話し合いで、とことんまで話し合いをしていって、できるだけ一致点を見出して解決していきたいという方針に立っておるのでありますが、今回の正副議長の選挙にあたりましても、そういう基本方針に立って、今まで行動をしてきたのであります。そういう意味において、今回の副議長の選任にあたりましても、満場一致の線が見だせるんであれば、別に政党政派、その個人のよしあしとかというものは見ないで、全員の欲する線に一致していこうという方針であるがもし、それが見出せない、一人でも反対する者があるとすれば、社大党は２人おりますが、２人としての行動をとっていきたい、こういう最初からの方針でございます。で、きょうの折衝、調整委員の渡口麗秀氏が大山氏を推せんしていただきまして満場一致の線が得られたと思って喜んで議場ヘかえりましたが、人民党の方がそうはいかないということになって、せっかくの線が見出し得たんではないかと喜んでおったのでありますが、それが最初の出発において、自分の考え方に疎漏があったような気がいたしまして残念であるが、満場一致の線が見出せない限り、社大党は社大党としての線でいきたいと思っております。

○議長（高良　一君）

　各党の御意見もよくわかりましたし、今まで、候補に、大山、渡口候補がおられましたが、渡口候補が大山候補を推せんして、大体の線は見出されております。従って、各党の御意見も、はっきりしておりますので、これは、決選投票で選挙したいと思いますが、御異議ありませんか。



○赤嶺　慎英君

　ほとんど満場一致の線に近づきつつありますけれども、人民党の方々が、それには同調できないという線が出て、決選投票に持ち込まんとする形勢がありますが、今一度、人民党との調整はないものか、動議として休憩をして、今一度調整をして後に決選投票にもっていった方がいいと思いますが、どうですか。



○赤嶺保三郎君

　人民党の御意見は、政策上ほかの方を指示することはできないと、はっきり言っておりますので、何も時間を費す必要がないと思います。すぐ決選投票にもっていきたいと思います。

○議長（高良　一君）

　２つの意見が出ておりますが、一方は今時間を貸して満場一致でもっていきたいという線と、また、それはしぼるだけしぼってできなかったので、決選投票にもっていきたいという意見が二つあります。一つこれについてみなさんの御意見をお諮りしたいと思います。では２４番議員の時間を貸してその調整をして、満場一致の線にもっていきたいという意見に賛成の方挙手を願います。

○議長（高良　一君）

　少数でございます。

○議長（高良　一君）

　それでは３０番議員の御意見、即座に決選投票にもっていきたいという線に賛成の方挙手を願います。

○議長（高良　一君）

　多数でございます。それではさっそく投票の準備をいたしますからよろしくお願いいたします。




――――――　○　――――――






○議長（高良　一君）

　ただいま投票箱を書記をして持回わりさせます。

投票用紙のもれはありませんか。よく注意して点検をお願いいたします。　　　　　　　　（各議員投票）

○議長（高良　一君）

　ではこれから開票に移りますが、開票に際しては、議会会議規則第４６条の２項の規定により、立会人２人を必要とします。よって開票立合人は議長において指名したいと思いますが、御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良　一君）

　御異議ないようですから、議長から指名いたします。

１５番議員久場景善君と１２番議員真栄田義晃君お願いします。

（開票終了）



○議長（高良　一君）

　では開票の結果を御報告いたします。出席議員３０人　投票総数３０票、有効投票３０票　２４票大山盛幸君。

（拍手）

４票久高友敏君、２票森田孟松君、多数をもちまして副議長に大山盛幸君が当選しました。

○議長（高良　一君）

　では副議長の挨拶の前に、渡口議員との握手をさせたいと思いますから（拍手）　前で握手をさせてもらいます。

（渡口議員、大山議員握手）



○大山盛幸君

　御挨拶申し上げます。難航を予想された議長選出の問題が、きのうスムーズに行われまして、満場一致で高良一氏を推せんいたしましたが、本日、波乱を予想された副議長の選挙は民主主義のルールによりまして、決選投票に相成りました。政党人の筋を通すために人民党の方々、社大党の方々が推せんでいけなかったということもよく存じております。不肖大山は、民主党に籍はおいておりましても、副議長と相成りました以上は、あくまでも公平無私、不偏不党の立場から、副議長の職務を忠実に履行し、誠実をもって、市民の御要望に答えていきたいと思っております。

われわれの信頼する高良議長は、いたって大まかな方でございますので、女房役としての大山は、努めて几帳面にやりたいと思っております。浅学非才でありますので、勉強して、明朗な、清潔な、那覇市議会を、皆様の御協力によって建設していきたいと、こう思っております。どうぞよろしくお願いいたします。

（拍手）

○議長（高良　一君）

　次は日程第２でございますが、昼食の時間がございますが、委員会はすでに構成しておりますので、休憩中に各委員会において正副委員長を互選して、御報告を願います。これより休憩して午後一時再開いたします。

（午後１２時１３分休憩）

○議長（高良　一君）

　再開いたします。

（午後１時８分再開）



○議長（高良　一君）

　午前中にお願いしておきました各常任委員会の正副委員長の互選の結果の報告がきておりますので、皆さんに御報告して御承認を得たいと思います。

　総務委員長２５番議員赤嶺一男君。副委員長比嘉佑直君。お２人が総務委員会の正副委員長になつております。　次に建設委員会委員長１１番議員平良真次郎君。副委員長平良亀助君、以上お２人が建設委員会の正副委員長になっております。次に経済民政委員会委員長１５番議員久場景善君、副委員長名城嗣夫君、以上お２人が経済民生委員会の正副委員長になっておりますので御了承願います。




――――――　○　――――――




○議長（高良　一君）

　日程第３、監査委員の選任について市長提出議案第５４号を議題として提案者の説明を願います。



○総務部長（崎浜　国宏君）

　ただいま上程になりました議案第５４号の提案理由を御説明申し上げます。本案は本市監査委員の選任の同意を求めることについてであります。前の監査委員は議員から渡口政行さん、学識経験者から中山興忠さんでありましたが、御両人とも任期が満了しておりますので、その後任の委員を選任するため今回提案したのでございます。

　では今回同意を求める御両人について御紹介いたしますと、議員の方から喜久山朝重さんを選任したのであります。喜久山氏は相当長期間にわたり会社の重役の職にあって監査委員としてふさわしい方でございます。それから学識経験者の中から中山興忠さんを選出したのであります。中山さんは前の監査委員をされておりますが、現在会社の監査役も勤めておられまして、監査委員として適任と思いますので、引き続き選任したのであります。よろしく御審議の上御同意下さいますようお願いいたします。

○議長（高良　一君）

　お諮りいたします。説明だけにとどめますか、

（「説明だけ聞いてあすあさって」と呼ぶ者あり）

○議長（高良　一君）

　では説明聴取だけにとどめることにいたします。

　次日程第４、本市内の一部町の区域変更について市長提出議案第第５５号を議題として説明を願います。



○総務部長（崎浜国宏君）

　議案第５５号の提案理由を御説明申し上げます。本案は那覇市字松尾１９９番地沖縄企業株式会社代表者影山美郎カゲヤマヨシロウ所有の西新町地先３２，７２４．５６平方メートルを西新町３丁目の区域に編入することについてであります。編入に伴ない西新町の区域に編入されることになりますので、市町村自治法第３条第１項の規定により議会の議決を要するので、今回提案した次第でございます。なおこの土地につきましては１９６１年１月１４日付行政主席告示第１４１号をもって本市の区域に編入され、これは正式な手続きを経て今日に至っております。よろしく御審議下さいますようお願いいたします。

○議長（高良　一君）

　日程第５、契約の変更について市長提出議案第５６号を議題として説明を願います。



○建設部長（大城竜太郎君）

　議案の御説明を申し上げる前にプリントの御訂正をしたいと思います。議案第５６号の表題の２番目のところの提案理由の上から３行目２１４５．７６平方メ一トルというのを坪数６４９坪０９２５に御訂正願います。坪数に直して下さい。

（「平方メートルを削るわけですか」と呼ぶ者あり）

（「６４９坪いくらですか」と呼ぶ者あり）

それからその下の４行目８０，４１２平方メートルとあるを２４，３２４坪６合３勺と御訂正願います。よろしうございますか。

　では議案第５６号につきまして御説明申し上げます。１９６０年１２月議会において議決を得ました拓南製鉄株式会社の公有水面埋立の契約面積上の変更が出ましたので、契約変更をしなくちゃならないことに立ち至ったのであります。以上が本案の提案理由でありますが、お手元に配布いたしてありますプリントを御検討の上、よろしく御審議下さるようお願い申し上げます。

○議長（高良　一君）

　次日程第６公有水面埋立について市長提出諮問第２号について御説明を願います。



○建設部長（大城竜太郎君）

　ただいま提案になりました諮問第２号について御説明申し上げます。本件は沖縄プライウッド株式会社による国場川埋立地地先水面の埋立に関することであります。この埋立地のこれまでの経過を申し上げますれば、同社が１９６０年８月１日付で土木事業の目的で財産管理課から河川事業許可を得た水面の一部に３４坪を無許可で埋め立てられたのであります。当時市は都市計画上支障をきたすという理由で現状回復を行うよう強力に要請してきたのでございます。それとともに行政府に対しても適当な措置を取ってくれということを行ってきたのでありますが、その会社では自己の誤ちを認めまして、政府は正式に手続きを行ったのであります。その結果、今回政府から正式に議会へ諮問を出すようにということで、文書が参りましたのであります。以上が提案理由でございます。よろしく御審議の程をおねがいいたします。

○議長（高良　一君）

　以上をもちまして提案理由の説明は全部終了いたしましたので、これから質疑に入ります。

日程第３、監査委員の選任について　市長提出議案第５４号を議題として質疑に入ります。



○真栄田義晃君

　この監査委員につきましては、自治法の第１３０条でありますか、この中に市町村は条例で監査委員を置くことができると、その２項に服務がごさいます。監査委員の定数は２人とする。ただし市にあっては条例で４人とすることができるという工合になっております。これは一般的にはまあ２人ということになるわけでごさいますが、市においては４人にすることができるというのは、市になると町村よりも常に扱う事務分掌が非常に多くなるというような観点から監査委員の２人では仕事が重すぎる。それで市の場合には４人を置くことができるということでありますが、現在那覇市は２３万人の人口に膨れ上がっております。沖縄における中心都市でございまして、他の町村とは比べものにならないぐらい予算の規模も大きいのでございます。従いまして一般的な規定によって２人というような監査委員というものも改めるべき時期に来ているのではないかと考えるのであります。この市において条例を設けて４人にすることができるというような条項を設けて那覇市の方では４名にするというのは妥当ではないかと考えられるのでありますが、これについての当局の御見解を承りたいのであります。

○助役（仲原英通君）

　それでは一応お答えいたします。現在まで監査委員並びに収入役の方から事務煩瑣でどうしても増員の必要があるという要求はされておりません。それで一応検討の上４名にするか、あるいは３名にするかどうかは今後の問題であると思います。事務量において現在困っている人手不足であるということはまだわれわれとしては、その方面の増員をしてくれという要求もありませんので一応検討することにいたします。

○真栄田義晃君

　もし議会においてですね、この自治法の精神からして市の場合は事務量が多いので審査の過程において４名必要だということを認めた場合には当局の方においても、そのように改めるお考えはありますか。

○助役（仲原英通君）

　議会の方でその必要があるとすれば条例を改正して増員することはあえて難しい問題ではないと思います。今後の問題を一応検討し、必ずしも議会から出されるということではなしに、こちらで必要であればいつでも増やすということはけっこうなことだと考えております。

○議長（高良　一君）

ほかにございませんか。

（「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（高良　一君）

　それではほかにございませんようですから、質疑続行のまま委員会付託にすることに御異議ございませんか。

（「即決」と呼ぶ者あり）

（「いや、委員会付託」と呼ぶ者あり）

（「当然委員会付託ですよ」と呼ぶ者あり）



○議長（高良　一君）

　日程第３　監査委員の選任について市長提出議案第５４号につきましては、質疑続行のまま総務委員会に付託いたします。




――――――　○　――――――




〇議長（高良　一君）

　日程第４　本市内の一部町の区域変更について　市長提出議案第５５号を議題として質疑に入ります。



○宮里敏慶君

　５５号議案の面積は平方メートルで表示し、５６号議案は坪数で表示してありますが、今メートル法を実施しておりますので、議案は統一した方がよいと思います。　一方はメートル法、一方は坪数とわけた理由をお伺いいたします。

○総務課長（宮平勝哉君）

　議案のでどころが違います。私の見解を申し上げます。メートル法が実施されていますので、当然メートル法でなければいけないと思いますが、しかし建設部から出ておるところのものは覚え書きは坪数になっておりますので、当然それに伴って坪数にしたのであります。

○宮里敏慶君

　メートル法が実施されておれば、市としてはメートル法で書いてカッコして覚書に坪数を出すべきだと思いますが、訂正する意志があるかどうか、お伺いいたします。

○土木課長（安里一郎君）

　この場合には契約書の方が坪数によって契約されております関係上この程度の場合は坪数でやらなければならないと考えております。普通工事設計とかそういうふうな場合にはもちろんメートル法を使っているのでございますが、拓南製鉄の工事契約の場合には、こっちの工事設計書で工事をする場合にはどれほどの金額がかかるかということが計算されて、それからその金額に相当するまあ代償として向うに与える坪数はいくらかと、現在沖縄では土地の売買は坪数でなおされておる関係上、この拓南製鉄との契約は坪数によってなされております。そういう関係でございますのでメートル法を使わなければならぬというようなことはないと思います。

○宮里敏慶君

　今５５号議案の審議でございますが、これは５６号と関連いたしますのでおたずねいたします。

　拓南としては坪数として契約したので坪数にしたということでありますが、拓南との契約の話はいつでございますか。そのときはすでにメートル法は実施されていると思いますが。

○建設庶務課長（伊波宏定君）

　拓南との契約の日は参考資料として皆さんのお手元に配布してありますところの覚書きが契約であります。それには去年の１９６０年の１２月１４日でございます。

○宮里敏慶君

　すでにメートル法が実施されておりますので、市当局が法を無視して坪数にするということはよくないと思います。今後はですね、法によって、たとえ計算がうるさくても坪数その他をやってもらうよう要望いたします。

（「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（高良　一君）

　では日程第４　本市内の一部町の区域変更について　市長提出議案第５５号は、これを質疑続行のまま総務委員会に付託することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）



○議長（高良　一君）

　御異議ないと認めまして日程第４、本市内の一部町の区域変更について　市長提出議案第５５号を質疑続行のまま総務委員会に付託いたします。




――――――　○　――――――




〇議長（高良　一君）

　次、日程第５、契約の変更について　市長提出議案第５６号を議題として質疑に入ります。

（「質疑なし」「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（高良　一君）

　質疑ないと認めます。では日程第５　契約の変更について　市長提出議案第５６号は質疑続行のまま、これを建設委員会に付託することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）



○議長（高良　一君）

　御異議ないと認めまして、日程第５、契約の変更について　市長提出議案第５６号を建設委員会に付託いたします。




――――――　○　――――――




○議長（高良　一君）

　日程第６　公有水面埋立について、市長提出諮問第２号を議題として質疑に入ります。



○黒潮　隆君

　諮問第２号について、　２点にわたって質問します。まず一点でございますが、所有権の問題についておたずねいたします。このプライウッド株式会社が埋立をする場合に、この会社に所有権が移るのかどうか、その点についてまず最初に御答弁を願います。

○建設部長（大城竜太郎君）

　御答弁いたします。実はこの所有権の問題についてでございますが会社の経営者が外国人でありますので、非常に疑義な点があるのでごさいますが、この会社の責任者を呼びまして、いろいろたずねましたところ、もしそういった問題でいろいろ問題が生じるなら、市に無償で寄附してもよろしいということでございます。

○黒潮　隆君

　この話し合いは、口頭でなされたのか、あるいは文書によってであるか。

○建設部長（大城竜太郎君）

　私議会に諮問が出ましたので、責任者を呼びまして、いろいろ問いただしましたところ、向うの方から私が質問しない前に無償で市に寄附してもよろしいということでございました。口頭でございます。

○黒潮　隆君

　国土を売るということは、その国の政府にしか権限はない、と私たちは解釈しております。このアメリカ人が沖縄で埋立をした場合には、沖縄にアメリカ国土の一部ができ上がるということがハッキリいえると考えております。第２点についてでございますが、兼次市長は、前の議会で「これ以上国場川の埋立工事には反対すると許可はしない」という答弁をハッキリ打ち出しております。ところが今回このような諮問が出されております。坪数がわずかだから認めようという考え方であったとするならば、なしくずしに国場川の公有水面が埋め立てられてしまい、水害の原因を非常に大きくするということがハッキリいえるのでございます。この諮問は通してもらいたいという意思でもって提案されたのかどうか、その点についてお答え願います。

○市長（兼次佐一君）

　ただいまの御質問の中に含まれている御意見は、先ほどの議会においてこれ以上の埋立を認めないといったにもかかわらず．これを諮問したということは、なしくずしに埋立てようという考え方ではないかといわれておりますが、それは誤解でありますので、答弁によって了解できるのであります。諮問を出さなければならない段階にきているので諮問を出しております。もし議員諸公からこの諮問に対し、当局の見解いかんとお尋ねの際は、私たちは反対であるとお答え申し上げるのであります。



○宮里敏慶君

　今の諮問に関連してお尋ねいたします。当局は布令の中に「非琉球人は土地の取得を禁ず、ただし民政長官の許可がある場合はその限りにあらず」とあるのを御存じですか、わからなければわからないでいいんですよ。

○建設部長（大城竜太郎君）

　そういうことはよく調べたことはありませんが、この埋立を許可するのは政府でございますので、これの撤去は政府に責任があるのでごさいます。市としては不法埋立であるからそれを撤去させたらいいんじゃないかということでございますので埋立の拒否については、政府に権限がありますのでこれ以上は申し上げられません。

○宮里敏慶君

　布令の内容を申し上げましたが、当局も政府とあたるときに非常に布令が参考になると思いますので、よく研究して下さい。



○森田孟松君

　ただいま議題になっております国場川の面積はたった３０坪でありますが現在第２期工事で市の方は埋立工事も着工しておられまするが、私の聞いた範囲ではこの３０坪はすでに埋立てられておるというお話であります。市としては私有財産の管理の面からそこら辺は気づいておったと思いますが、何かそこに市としてはそれにタッチできないような事情があったのかどうか、議会の議決を経て正式な手続きでこの３０坪の埋立をさせるような方法はないものかどうか、それに対する対策はなかったのか、それについて当局の御見解をお伺いいたします。

○市長（兼次佐一君）

　議会の手続きを経て埋立てさせる権限をもっておりません。なおまた、この埋立てが行われた場合に直ちに現状回復の抗議の文書を与えております。このことは先に部長が説明した通りであります。同時に直接政府に対しましても速かに現状回復をさせるようにという申し入れをしております。しかしながら現在諮問しておりまする案件が行政主席が市町村に送られてきた以上は、一応合法的な手続きとして取扱わなければならない問題であるわけでございます。

（「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（高良　一君）

　日程第６　公有水面埋立について　市長提出諮問第２号につきましては、これを質疑続行のまま建設委員会に付託することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）



○議長（高良　一君）

　御異議ないと認めまして　日程第６　公有水面埋立について　市長提出諮向第２号につきましては、これを質疑続行のまま建設委員会に付託することにいたします。




――――――　○　――――――






○議長（高良　一君）

　本日の会議はこれをもって散会いたし、２１日午前１０時より再開いたします。どうもありがとうございました。

（午後１時４７分散会）




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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第４５回那覇市議会（臨時会）議事日程第３号

１９６１年８月２１日（月）午前１０時開議







第１　監査委員の選任について

（市長提出議案第５４号）

第２　本市内一部町の区域変更について

（市長提出議案第５５号）

第３　契約の変更について

（市長提出議案第５６号）

第４　公有水面埋立について

（市長提出諮問第２号）

第５　都市計画審議会委員選挙

第６　臨時出納検査立会人の選任について

――――――　○　――――――




○　本日の会議に付した事件

第１　監査委員の選任について

（市長提出議案第５４号）

第２　本市内一部町の区域変更について

（市長提出議案第５５号）

第３　契約の変更について

（市長提出議案第５６号）

第４　公有水面埋立について

（市長提出諮問第２号）

第５　都市計画審議会委員選挙

第６　臨時出納検査立会人の選任について










第４５回那覇市議会（臨時議会）会議録

１９６１年８月２１日（月）

午前１０時２４分開議

――――――　○　――――――






○議長（高良　一君）

　開会いたします。本日の出席２８名　欠席２名であります。議会は成立しておりますので、ただいまから本日の会議を開きます。

　諸般の報告を申し上げます。総務委員会の委員長並びに建設委員会の委員長から議長宛に付託案件の審査報告書が参っておりますので、その写をそれぞれ各位の御手元に配布いたしておきましたので後刻議題として御審議願うことに致します。

議事日程は印刷の上各位のお手元に配布してありますから、それにより御報告にかえます。ただいまから議事に入ります。

　日程第１　監査委員の選任について　市長提出議案第５４号を議題として総務委員会の審査の経過並びに結果について報告を求めます。



○赤嶺一男君

　議案第５４号　監査委員について　本委員会における審査の結果を御報告申し上げます。

１８日の本会議で説明がありましたように、監査委員の任期満了による後任の委員を選任するために、提出された議案であります。

審査の経過を簡単に総合して申し上げますと、同意を求められておる御両人は、人格、識見、さらにこの職に対する経験等申し分がないということについては全委員の認めるところであるが、那覇、首里、小禄、真和志と三市村が合併して、人口は２２万余に増加し、勢い、行政規模は大きくなり、従って事務量が増大し、しかも複雑多岐に亘っているので、この際自治法第１３０条才第２項後段ただし書で規定されている「市にあっては条例で４人とすることができる」という規定を活用して、条例を改正し、監査委員を４人にして十分に市の経営に係る事業の管理と、出納の他の事務を監査することが望ましいとのことであります。当局、主管部長も委員会の総意に基く意見には何ら反対するものではない、９月の定例会も間近に控えているので、検討の上趣旨に副いたいという答弁がなされたのであります。結論といたしまして、委員会は、執行当局が９月の定例議会で監査委員、監査条例を改正することを提案し、同時にあと２人の監査委員を選任し、同意を求めるという誠意を認めて、本案については、全会一致これを承認し、同意することに決定した次第であります。よろしく各位の御同意を得たいのであります。

○議長（高良　一君）

　ただいまの委員長報告に対して質疑に入ります。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良　一君）

　質疑ないようですから討論に入ります。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

（「議長要望あり」と呼ぶ者あり）



○渡口　麗秀君

　市町村の自治法第１３０条の規定によりますと監査委員の設置とそれからその定数については、条例で規定することになっております。この条例の特徴はと申しますと、市長に提案権があれば議会にも提案権があるというようなことであります。普通の自治法全体を見ました場合には、割り方市長に提案権が多いのでございまするが、この監査委員の条項につきましては議会側にも提案権があるということでございます。で、なぜ議員側に提案権を認めたかというと、監査委員の条例というものは、最も重要な性格をもつ条例でございまして、たとえば、那覇市の市民が那覇市の行政執行の状況について疑問がある。あるいはどうもわからない、暗い影があるとかいうように、市民が本当に市の行政執行の実情が分らないというような見解に立った場合には、市民自体の直接請求権によりまして、監査委員が市の全般の行政事務を監査するというような、特別な聴権をもっておるのでございます。更に議会側におきましても、もし市の行政執行状況について疑問があるならば、これこついて監査委員に要求して、市の行政事務全般を調査するということができる権能が監査委員に与えられているのでこざいます。更に監査委員は日常におきまして、那覇市の事務即ち水道事業の監査とか、あるいは水道その他水道に関する監査というような重要な職責があるというような意味から、議会側にも提案権を与えていると本員は考えるのでございます。

　もし、仮りに市長において、あるいは市町村長において自分らが執行するところの行政事務の監査はやってもらいたくないとか、あるいはまた監査委員が選任された場合に、監査が徹底するので、いろいろ事情があるとかというような意味で、監査委員の設置とか、あるいは定数を増加するということを怠った場合におきましては、市民の直接請求によって、あるいは議会側の意思によって監査委員の設置もできれば、あるいは定数の増加もできて十分に市民の意図する市行政につきまして、明るくするためには、その実情を監査委員によって十分報告してもらうというような考え方から致しまして、どうしても市だけじゃなくて議会側にも提案権を与えておく必要があるというのが至当ではないかと思うのでございます。こういうような観点に立って、　次に増員問題について論議を進めていきたいと思いますが、まず考えられますことは、この監査委員の設置条例は確か１９５０年に制定されたと思いますが、そのときの人口が約６万５，０００から７万程度であったと思うのでございます。その後首里と小禄が合併致しまして１０万を超すようになり、更に真和志が合併するようになりまして２２万５，０００人と大きく人口がふえておるのでございます。また地域も大きくなりましたし、どうしても行政事務がずいぶんとふえるようなことは、数字的にも立証できるんじゃないかというふうに本員は考えるのであります。そういたしました場合に、市当局の方でも事務の量が増加するということは認めておるのでありますが、その具体的な理由といたしましては、真和志が合併しました場合に那覇市の機構を改革いたしまして、助役を建設面の助役、総務面の助役と　お２人をおいたという事実からも那覇市の行政事務がずい分ふえているということは立証できると思うのであります。こういうように事務が増大していきますならば、当然監査に関する事務も相当ふえるということが考えられるのでございます。そういう意味からも委員を更に２名ふやして４名にしたいというような考え方にたたなければならないと私は思うのでございます。更に日本におきましては、政令によりまして人口１０万以上の都市におきましては、監査委員を４名にすることができると、更に人口が１０万未満であった場合でも公共事業法の適用を受けて、たとえば市町村の水道事業とか、運営事業とか、直営しているような自治体があれば１０万未満であっても４名とすることができる、というふうになっておるのでございまして、こういうような２つの観点から致しまして、どうしても那覇市の方としても２０万市民に那覇市の行政事務の執行状況を明らかにする。つぶさに知らせる意味におきまして、現在の定員２人ではとても……お２人とも今までやっておられますが、何分とも荷が重すぎるんじゃないかというふうに本員は考えるのであります。これが４名になりますと相当徹底した監査もできるようになりまして、それが施政の状況が市民に十分知らせることができると、そういう意味で４名にふやすということは絶対に必要だと本員は考えるのでございます。なおもう一つは、１３１条の規定でございますが、その規定によりますと、市長が推せんしてこの議会の同意を得て監査委員を決めるというような規定になっておるのでございますが、憒憾ながら今回の場合は市長の方では、事前にこの問題について十分な合議がなされていない。意見調整がなされていない。勿論法的にいえば、市長は提案して吟味して決めるというような形式的にはそういうことになりますけれども、なんと申しましても監査委員の性格が議会側とそれから市長側と両方が意見がー致して選ぶ性格のものでございますので、今回におきましても、事前の調整がなされていないのでございまするが、次の９月の議会に市の意思によって定員が増員され、監査委員の選任がなされる場合におきましては、事前に議長や副議長あるいは各正副委員長、あるいは全議員に対してこういうような方を推せんしたいんだがというようにして、事前調整を十分にやって市民から馴合人事といわれないように十分気を付けてもらいたいということを特に要望致しまして原案に賛成致します。

○　議長（高良　一君）

　討論をうちきって採決に入ります。日程第１、監査委員の選任について、市長提出議案第５４号につきましては、総務委員長の報告通り原案を承認して御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）



○　議長（高良　一君）

　御異議なしと認め、日程第１、監査委員の選任について、市長提出議案第５４号につきましては、原案を承認することに決定いたします。




――――――　○　――――――




○　議長（高良　一君）

　次日程第２、本市内一部町の区域変更について、市長提出議案第５５号を議題として総務委員会における審査の経過並びに結果について報告を求めます。



○　赤嶺　一男君

　議案第５５号　本市内の一部町の区域変更について本委員会における審査の結果を御報告申し上げます。

　本案は説明にもありましたように、法令に示された正式な手続きを経て今回提案されております。委員会は現地の状況を見た上で結論を出したいという意見であって、現地を十分に検分し、本案につきましては、全会一致でこれを承認することに決定したのであります。よろしく各位の御賛同を得たいのであります。

○　議長（高良　一君）

　ただいまの報告に対して質疑に入ります。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○　議長（高良　一君）

　質疑がなければ討論に入ります。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○　議長（高良　一君）

　討論もないようですから採決に入ります。日程第２、本市内一部町の区域変更について、市長提出議案第５５号につきましては、ただいまの総務委員長の報告通り原案を承認して御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）



○　議長（高良　一君）

　御異議ないと認め、日程第２、本市内一部町の区域変更について市長提出議案第５５号につきましては委員長報告通り原案を承認することに決定致します。




――――――　○　――――――




○　議長（高良　一君）

　次日程第３　契約の変更について　市長提出議案第５６号を議題として建設委員会における審査の経過並びに結果について報告を求めます。



○　平良真次郎君

　ただいま議題になました日程第３の議案第５６号、契約の変更について当委員会における審査の結果を御報告申しあげます。本件に関しましては、去る１８目の本会議で当局から説明がありましたように、１９６０年１２月２７日付で議決になリました「旭町公有水面一部埋立に関する覚書の締結について面積に変更が生じたので提案したというのでありますが、理由としましては、拓南製鉄株式会社に施行させた部分内で一部面積を重複して求積したため誤差が生じたのであるが、埋立費や代価として与える譲渡坪数９７９坪には変更はないとの説明がなされたのであります。その後現場視察をし、若干の質疑がなされたのでありますが、結論として、本件については面積の測量において誤った算定がなされたため覚書の契約書中の数字を変更することであり、埋立費その他には支障はないとのことがわかり、全会一致これを原案通り承認することに決定いたした次第であります。よろしく各位の御賛同を得たいのであります。

○　議長（高良　一君）

　ただいまの委員長報告に対して質疑に入ります。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○　議長（高良　一君）

　質疑がなければ討論に入ります。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○　議長（高良　一君）

　討論もないようてすから採決に入ります。日程第３　契約の表更について　市一提出議案第５６号につきましては　ただいまの委員長報告通り原案を承認して御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）



○　議長（高良　一君）

　御異議ないと認め、日程第３、契約の変更について、市長提出議案第５６号につきましては　委員長の報告通り原案を承認することに決定致します。




――――――　○　――――――




○　議長（高良　一君）

　次日程第４、公有水面埋立について、市長提出諮問第２号を議題として建設委員会における審査の経過並びに報告について報告を求めます。

○平良　真次郎君

　報告を申しあげる前に答申案についてミスプリントがございますので訂正したいと思います。すでに訂正してあると思いますが一応読みあげます。「埋立を認めることによって、現在の状態」とあるのを〝現状〟に訂正し、「道路の占用及び交通量」とあるのを交通上に訂正して頂き「その他の問題が考えられるので本案には同意出来ない」を挿入して頂きます。それで報告を申し上げます。



○建設委員長（平良真次郎君）

　ただいまの議題になりました日程４の諮問第２号公有水面埋立について当委員会に於ける審査の経過と結果を申し上げます。本件に関しましては一応当局の説明を聴し現場を調査いたしたのであります。ところが現場調査の結果既に埋立ても完了し、然も起重機小屋の建築も出来上り機械の操作も行われている現状でありその為護岸べりの道路も遮断占用されているのであります。これに対する当局の見解ではこの埋立許可については第４３回議会に於て市長ははっきり埋立を拒否しており又公有水面埋立免許申請手続きの布令第１０６号の所定の事務手続きもせず爾後承認を求める等本末顛倒することに対し政府に強く措置して貰うべく申請を出し、又不法建築に対しても撤去すべく会社宛文書を出してあるとのことであります。ところでこの不法建築に対し撤去しない場合如何なる処置をとるかと質したのでありますが、これについては公有水面埋立てが許可出来ない場合は無条件で取壊すという誓約書をとってあり心配はないとのことであります。又現在埋立によって道路も占有されているがこれに対する当局の見解を質したのでありますが、これについては道路占用申請もなされていないし交通保安の上から警察側とも合議すべきであるが何もそういったことがなされていないので口頭で充分注意してあるというのであります。そこで委員会としては埋立をしなくても又は埋立による道路の占用はしなくても十分会社の事業運営が出来るような方針はないかどうか質したのでありますが、これに対しては高架施設による方法とか、地下道による方法等を研究すれば出来ると思うというのであります。そこで当局は政府の工務交通局と合議し会社側に指導示唆を与えて貰えばこういった問題も惹起せずに済み、問題も解決出来るというので今後会社側とも合議の上善処して貰うべく要望いたしたのであります。

　結論として本諮問第２号につきましては市長もこの埋立には反対の意向であるし委員会としても国場川流域にこれ以上の埋立ては認めないという強硬意見であり、又埋立を認めることによって現在の状態では道路の占用及び交通上の支障その他の問題が考えられるというのでお手許にお配りしてある答申案通りこれを同意しないことに決定いたした次第であります。宜敷く各位の御賛同を得たいのであります。

○議長（高良　一君）

　ただいまの委員長報告に対しまして質疑に入ります。

（「質疑なし」と呼ぶ者あり。）

○議長（高良　一君）

　質疑ないと認め討論に入ります。

（「討論なし」と呼ぶ者あり。）

○議長（高良　一君）

　討論もなければ打切って採決に入ります。日程第４公有水面埋立について市長提出諮問第２号につきましては、ただいまの委員長報告通り原案を承認することに御異議ありませんか。　　　　　　（「異議なし」と呼ぶ者あり。）



○議長（高良　一君）

　御異議ないと認め、日程第４公有水面埋立について市長提出諮問第２号につきましては委員長の報告通り原案を承認することに決定いたします。




――――――　○　――――――




○議長（高良　一君）

　次日程第５都市計画審議委員の選挙について休憩してお諮り致します。休憩します。

	（１０時４６分　休憩）

	（１１時　２分　再開）






○議長（高良　一君）

　再開致します。日程第５都市計画審議会委員の選挙につきましては各委員会にそれぞれそのすい選方をお願しておきましたところただいまの委員長からその推せん報告が参っておりますので報告致します。

　建設委員会から２名で１１番議員の平良真次郎君３０番議員の赤嶺保三郎君が推せんされております。総務委員会から１名で６番議員渡口麗秀君が推せんされております。経済民政委員会から１名で、２番議員の森田孟松君が推せんされております。その他に副議長の大山盛幸君が以上５名の議員が推せんされておりますが、この５名の方を都市審議会委員に推薦して御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり。）

○議長（高良　一君）

　御異議ないと認め日程第５都市審議会の委員の選挙につきましては、１１番議員平良真次郎君、３０番議員赤嶺保三郎君、６番議員渡口麗秀君、２番議員森田孟松君、１番議員大山盛幸君、以上５名の方々にお願い致します。

――――――　○　――――――



○議長（高良　一君）

　日程第６臨時出納検査立会人の選任について、各委員長から報告が参っておりますので報告致します。９番議員の金城力夫君、１７番議員の宮里敏慶君、２４番議員の赤嶺慎英君、以上３名の推せんがありますが、報告通り承認して御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり。）

○議長（高良　一君）

　御異議ないと認め日程第６臨時出納検査立会人の選任につきましては各委員会の推せん通り９番議員金城力夫君、１７番議員宮里敏慶君、２４番議員赤嶺慎英君、以上３名の方々にお願い致します。




――――――　○　――――――




○議長（高良　一君）

　これをもちまして議案の審議は全部終了致しました。これから市長の挨拶がありますので御静聴をお願いします。

○市長（兼次　佐一君）

　第４５回臨時議会を無事に終了することができまして誠にありがとうございました。その間におきまして提案したのは少のうございましたが正副議長の選挙並びに各正副委員長の選挙と最も重要な問題をスムーズに解決して頂きましたことに対して衷心から御礼を申し上げる次第であります。誠にご苦労さんでございました。



○議長（高良　一君）

　これでもつて第４５回臨時議会を閉会致します。どうもありがとうございました。

（午前１１時５９分）　閉会）

――――――　○　――――――

上会議録を調整し署名する。

１９６１年８月２１日




議長　　　　　　高良一　　㊞




署名議員　　　　大山盛幸　㊞




署名議員　　　　久場景善　㊞


[image: 画像]

OEBPS/nav.xhtml




目次





		表紙



		目次











OEBPS/images/cover.jpg
1961 &£

#5451l PR a RS

19614 881TH B &
1961488218 B £

OBl R A

TA00
ARREATRBITE AR

RETHRLEHRR





OEBPS/images/0001.jpg





OEBPS/images/h_cover.jpg





OEBPS/images/0002.jpg
- - -—

s

*gw.*&nu -

%H._ A;vnw&

YTNC Ll CLBR HUEERE Y-S






